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平成 27 年 12 月 22 日 

 

広島 大学 理事 （ 教育 ・平 和担 当） 坂越 正 樹 殿 

広島 大学 附属 学 校園 長 各位 

                           

広島 大学 附属 学 校 園 評価 委員 会 

 

 

平成 ２７ 年度 附 属学 校園 の評 価に 関 わる 総括 提言 

 

 

 当 委員 会は ， 平成 ２３ 年度 以来 ， 今年 度で ５年 目の 活 動を 進め てき てい る 。本 年度

は６ 月か ら会 合 をも ち， その 会合 は ８回 を数 えた 。本 年 度の 調査 では ，各 附 属学 校園

が昨 年度 まで に 指摘 され た事 項及 び 昨年 度の 評価 （総 括 提言 ・講 評） に基 づ いて 進め

てい る改 善と そ の進 捗状 況 ， 第二 期 中期 計画 期間 の成 果 ，附 属学 校教 員の 勤 務時 間管

理， 校長 のリ ー ダー シッ プに よる 予 算執 行 ， 校園 内の 危 機管 理 と とも に， 使 命を 含ん

だ各 学校 園の 改 革や 新た な目 標の 設 定 ， 校園 長の リー ダ ーシ ップ ，子 ども へ の目 配り

の仕 方に 関し て ，聞 き取 り調 査を 行 い ， 表簿 の提 出に よ る監 査 も 実施 した 。  

各学 校園 から ， 昨年 度以 来の 改善 ・ 改革 点， その 経過 と 結果 ，勤 務・ 財務 状 況の 報

告を 受け ると と もに ，改 善･改革 の具 体 を 聴取 し，別 紙に より 各学 校園 への 調 査報 告書

を提 示し た。 

本総 括提 言は ，学 校 運営・経営 ，校 園長・副校 園長 のリ ー ダー シッ プ ，学 校 づく り ，

カリ キュ ラム ， 教育 研究 ，施 設・ 設 備， 保護 者・ 地域 社 会と の関 係 ， 財務 状 況， 情報

発信・広報 ，職務 時 間･健 康 管理 ，表簿 の 設置 ，また 上級 学校 ，広島 大学 や各 学部・研

究科 との 関係 な どの 項目 に関 して ， 各学 校園 ，大 学本 部 及び 附属 学校 支援 グ ルー プ ，

各学 部・ 研究 科 への 更な る改 善点 と 要望 を取 りま とめ た もの であ る。 

 

Ⅰ 各学 校園 の 改善 状況 （総 括） 

 各 学校 園と も ，昨 年度 から 今年 度 にか けて ，総 括提 言 や各 学校 園の 講評 に 基づ き，

学校 運営 ・経 営 ，校 園長 ・副 校園 長 のリ ーダ ーシ ップ ， 学校 づく り・ カリ キ ュラ ム ，

教育 研究 ，保 護 者・ 地域 社会 との 関 係 ， また ，広 島大 学 や各 学部 ・研 究科 と の関 係な

どに 関し て， 改 善が 認め られ た。 

 特 に， 

１）各 学校 園 とも，校園 長の リー ダ ーシ ップ の下 ，改 善･改 革 の必 要が 意識 さ れ，そ

の実 行が なさ れ てい る。本 年度 か らは，調 査報 告書 の講 評 点に 関し ，1 ケ 月を 目 処に ，

具体 的な 改善 ･改 革案 を提 示す るよ う に依 頼し ，各 学校 園 は改 善･改 革 を迅 速に 対応

し着 手し てい る 。 

２） 各 学 校 園 と も ， グ ロ ー バ ル 化 や ， 学 校 体 制 づ く り に 積 極 的 に 取 り 組 ん で い る 。 

３） 各学 校園 と も研 究開 発校 等に 応 募・ 申請 し ， ほと ん どの 学校 園が 採択 さ れ， 研
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究推 進に 取り 組 んで いる 。 

４） 各学 校園 に おい て学 校関 係者 評 価 ， 生徒 ，保 護者 な どの アン ケー ト（ デ ータ ，

エビ デン ス） に 基づ く自 己評 価・ 点 検を 進め てい る 。 

５） 各学 校園 と も教 職員 の意 識統 一 を図 り， チー ムと し て取 り組 む姿 勢が 見 えて き

てい る。 

６）HP の 迅 速な 情報 提供 ，英 語版 学 校要 覧の 作成 など ， これ まで の活 動の 迅 速化 ，

新た な取 り組 み の推 進を 行っ てい る とこ ろが 見受 けら れ た。 

７） 表簿 とと も に， 規則 集を 設置 し てい る 学 校園 もあ り ，管 理・ 運営 の原 則 を提 示

し， 教職 員の 円 滑な 活動 を 準 備し て いる 。 

しか し，いく つ かの 点 にお いて 十分 と は言 えな い こ とも あ り，更 なる 改善 を要 す る 。

Ⅱの 次の 点は ， 多く の学 校園 に見 受 けら れる もの で ， 改 善を 要す る点 であ る 。そ の一

方で ，そ れぞ れ の学 校園 の改 革・ 改 善 に 関し て， 他校 園 にお いて も 参 考に な ると 判断

でき る取 り組 み もあ り， それ らは 附 属学 校園 間で 積極 的 に共 有し ，活 用す る こと が望

まれ る。 

 

Ⅱ 各学 校園 に 更な る改 善を 願う 点 

 本 年 度 の 各 学 校 園 の 調 査 を 通 し て ， 本 委 員 会 が 痛 感 し ， 早 急 に 改 善 す べ き こ と は ，

戦略 的経 営の 確 立と その 実行 ，教職 員の 研修 体制 の充 実 であ る。まず は この ２点 の課

題を 改善 点と し て指 摘し たい 。 

１： 戦略 的経 営 の確 立と その 実行 

 ① 各 附 属 学 校 園 は そ れ ぞ れ の 学 校 園 の 歴 史 的 背 景 の 下 ， 各 々 独 自 な 使 命 や 目 標 を 持

ち ， 活 発 に 教 育 ・ 研 究 活 動 を 進 め て き て い る 。 し か し ， そ の 独 自 色 は ， ２ ０ 世 紀

に 作 ら れ た 過 去 に 依 存 し た も の で あ っ た り ， 繰 り 返 し 進 め て き た 一 般 的 な も の で

あっ たり する も のも ある 。２ １世 紀 の今 ，求め られ てい る 新し い も のに 作り 変 え，

現代 的な 課題 に 応え るも ので ある 必 要が ある 。 

 ② 各 学 校 園 で は ， 校 訓 ， 学 校 教 育 目 標 ， 中 期 教 育 計 画 な ど ， 求 め ら れ て い る 計 画 を

策 定 し て い る 。 し か し ， 現 在 必 要 と し て い る も の は ， 要 求 さ れ て い る こ と だ け で

は な い 。 各 学 校 園 が 独 自 に ， ２ １ 世 紀 の 半 ば を 見 据 え て ， 長 期 ， 中 期 の 学 校 園 の

教 育 戦 略 を 立 案 し ， そ の 実 現 の た め の 実 行 計 画 を 示 し ， 教 職 員 が そ の 教 育 戦 略 や

実 行 計 画 ， ま た ， 実 行 と 達 成 の 方 法 と 手 順 を 共 有 し ， 協 働 に よ る 遂 行 を 図 っ て ほ

しい 。 

 ③ そ の た め に も ， 校 園 長 ・ 副 校 園 長 は リ ー ダ ー シ ッ プ を 発 揮 し ， 学 校 ， カ リ キ ュ ラ

ム ， 財 務 に 関 わ る マ ネ ー ジ メ ン ト に 努 め ， 人 材 や 資 源 を 戦 略 的 ， 重 点 的 に 投 入 し

て ， 各 段 階 ・ 年 度 の 目 標 を 実 現 し ， 戦 略 の 達 成 を 図 っ て ， 各 学 校 園 の 価 値 と 特 色

を高 めて いた だ き た い。 

２： 教職 員の 研 修体 制の 充実 

 ① 各 学 校 園 に は 既 に 研 修 体 制 が あ り ， 教 職 員 全 員 に よ る 学 校 づ く り を 図 っ て い る こ

と と 理 解 し て い る 。 し か し な が ら ， そ の 研 修 体 制 は 従 来 型 ， も し く は ル ー テ ィ ン

的 で あ る 。 現 在 求 め ら れ て い る 研 修 は ， 教 職 員 が 学 校 園 の 目 標 や 計 画 を 共 有 し ，
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そ の 達 成 に 協 力 す る も の に 変 更 し ， 全 教 職 員 が 各 学 校 園 に 対 し て ， チ ー ム 学 校 と

呼ば れる よう な ，協 働体 制を 作る こ とで ある 。 

 ② 研 修 と し て は ， 学 校 園 の 経 営 ， カ リ キ ュ ラ ム の マ ネ ー ジ メ ン ト ， 授 業 研 究 ， 共 同

研究 や研 究会 な ど ，多面 的で ある 。各学 校園 では ，研修 も学 校園 の戦 略に 基 づき ，

重点 化し ，目 標 達成 に結 び付 けて い ただ きた い。 

 ③ 研 修 体 制 の 構 築 や 遂 行 を 図 る 中 で ， 各 学 校 園 は 各 種 連 携 を 進 め て い た だ き た い 。

教 職 員 間 の 連 携 ， 保 護 者 ・ 地 域 社 会 と の 連 携 ， 幼 ・ 小 ・ 中 ・ 高 ・ 大 の 連 携 ， 附 属

間， 大学 や研 究 科・ 学部 との 連携 で ある 。 

 ④ ま た ， 特 に 人 事 交 流 が 進 ん で い る 学 校 園 で は ， 研 修 体 制 を 通 じ て ， 人 材 育 成 を 図

り， 若手 育成 ， ミド ル・ リー ダー 育 成を 進め てい ただ き たい 。 

この ほか にも 改 善し てい ただ きた い こと を挙 げて おき た い。 

３： 広島 大学 へ の貢 献 

 ① 各学 校園 は ，
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② 表 簿 の 意 図 す る と こ ろ に 従 い ， 各 種 表 簿 の 適 切 な 記 録 と 取 り 扱 い を 進 め て い た だ

き た い 。 附 属 学 校 支 援 グ ル ー プ （ 評 価 委 員 会 ） よ り 各 表 簿 の 標 準 的 な タ イ プ を 提

示し たの で， そ れに 準じ て各 学校 園 で必 要な 記録 を整 え てい ただ きた い。 

 ③ ま た ， 規 則 集 の 作 成 な ど に よ り ， そ の 学 校 園 の 教 育 遂 行 の 基 本 規 則 が 一 覧 で き る

よう にし てお く こと も ，
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ル ー プ に お い て ， 支 援 し ， 新 任 教 員 対 象 の 事 前 教 育 体 制 を 構 築 し 実 施 し て い た だ

きた い。  

２ ） 幼 稚 園 教 育 実 習 に お い て も ， 小 学 校 ， 中 ・ 高 等 学 校 教 育 実 習 と 同 様 ， 事 前 の

観察 実習 など を 導入 して いた だき た い。  

 

Ⅳ 総括 提言 の 公開 につ いて 

平 成 ２ ８ 年 ２ 月 開 催 の 拡 大 校 長 会 議 に て 委 員 長 か ら 校 園 長 ， 副 校 園 長 に 説 明 し

た後 に公 開す る 。 

 

 

           広島 大学附 属学 校評 価委員 会  

            委 員長  池 野 範男（ 教育学 研究 科教 授）  

            副 委員長 井 上 京子（ 附属学 校再 編計 画室長 ）  

委 員  佐 々木 哲夫 （教育 学研究 科准 教授 ）  

同   地藏 堂   聡（ 附属学 校支援 グル ープ リーダ ー）  

同   西本 正 頼（ 教育学 研究科 准教 授）  

同   松浦 伸 和（ 副理事 （附属 学校 ・教 員養成 担当）・ 

教 育 学 研 究 科 教 授 ） 

              同   松 岡 誠治（ 広島県 教育 委員 会学校 経営支 援課 長 ） 

 


